
情報量の増分と上限確率を付与した確率水文量について

　r情報量の増分が％の100年確率水文量は90％の上限

確率をもってび以内におさまる．ヒこで，廊，〃は第3表

のようである．」

　本稿は手法の提案に重点をおいたものであった．今後

は，従来の方法による確率水文量との比較等を通じて，

本法の実用性について検討したいと考えている．
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